
質
問
一

栽
培
さ
れ
て
い
る
麦
は
ど
の

様
な
加
工
、
活
用
が
さ
れ
て
い
る
か
。

二

農
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
の
利
用
客

数
と
収
益
に
つ
い
て
。

三

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用
の

実
態
に
つ
い
て
。

四

ご
当
地
グ
ル
メ
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
に

つ
い
て
。

五

恵
ま
れ
た
景
観
プ
ラ
ス
食
の
提
供

で
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
に
。

答
弁
一
（
市
長
）

学
童
保
育
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
う
ど
ん
打
ち
、
こ
こ
ほ

っ
と
や
市
内
活
動
団
体
な
ど
で
の
利
用
、

ビ
ー
ル
の
醸
造
を
行
っ
て
い
る
。

ご
当
地
グ
ル
メ
の
商
品
化
、
食
農
教

育
へ
の
活
用
等
を
検
討
し
て
い
る
。

二

平
成
２０
年
度
の
利
用
客
数
は
２５
万

１
９
６
２
人
、
売
上
高
は
３
億
３
４
０

１
万
円
で
あ
る
。

三

利
用
対
象
を
農
業
関
係
者
と
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
頻

度
は
高
く
な
い
。
今
後
は
、
広
く
一
般

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
宣
伝
に
努
め
て
い
く
。

四

ご
当
地
グ
ル
メ
は
、
地
域
に
人
を

呼
び
寄
せ
交
流
を
産
む
と
同
時
に
、
地

産
地
消
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
。

五

新
鮮
安
全
な
食
材
が
あ
り
、
地
域

づ
く
り
に
熱
心
な
人
々
が
い
る
。
魅
力

あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
積
極
的
な
支

援
を
行
う
。

◎
そ
の
他
の
質
問

「
国
民
読
書
年
」

に
よ
せ
て

質
問
一

ゆ
と
り
教
育
が
生
徒
の
学
力

低
下
を
招
い
た
と
の
指
摘
に
つ
い
て
。

二

児
童
生
徒
に
基
礎
学
力
の
定
着
を

図
る
取
り
組
み
は
。

三

学
習
塾
と
小
・
中
学
校
と
の
関
係

に
つ
い
て
留
意
し
て
い
る
点
は
。

四

学
力
格
差
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

判
断
し
て
い
る
か
。

五

基
礎
学
力
定
着
へ
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

ゆ
と
り
教

育
の
学
力
低
下
へ
の
影
響
は
考
え
ら
れ

る
が
、
ほ
か
に
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
や
学
習
意
欲
の
減
退
等
、
多
様
な
も

の
が
考
え
ら
れ
、
ゆ
と
り
教
育
だ
け
に

原
因
を
求
め
る
の
は
難
し
い
。

二

学
級
運
営
の
改
善
の
た
め
の
非
常

勤
講
師
の
制
度
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

子
ど
も
が
集
中
し
て
学
習
に
取
り
組
め

る
体
制
を
作
る
。

三

中
学
校
で
は
、
高
校
の
特
色
あ
る

教
育
活
動
の
情
報
を
提
供
し
、
生
徒
が

自
分
の
能
力
、
適
性
に
合
っ
た
高
校
等

の
進
路
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。

四

児
童
生
徒
の
学
力
を
向
上
さ
せ
る

に
は
学
校
で
の
取
り
組
み
も
重
要
だ
が
、

規
則
正
し
い
食
生
活
を
は
じ
め
と
す
る

生
活
習
慣
の
確
立
な
ど
、
家
庭
の
協
力

を
得
て
総
合
的
な
対
策
が
必
要
。

五

二
期
制
の
良
さ
を
生
か
し
た
教
育

課
程
の
編
成
や
小
・
中
学
校
が
連
携
し

た
９
年
間
を
見
通
し
た
指
導
計
画
の
作

成
に
取
り
組
む
。

川合 利枝 議員

高倉ふるさととご当地グルメ

新鮮安全の食材と人々を支援

鶴
ヶ
島
市
の
基
礎
学
力
教
育
に
つ
い
て

春の高倉地内

９
年
間
を
見
通
し
た
指
導
計
画

�
橋

剣
二

議
員

つるがしま市議会だより第１４９号 〔１２〕


